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准教授　清水 一寛

『 心臓と血管のつながりを知って、
 明るく元気に過ごしましょう！ 』

人のエンジンは心臓。そして心臓とつながる血管の機能
は、心臓の働きをサポート！

　心臓は、１日約10万回拍動し、全身に血液を巡らせていま
す。心臓からでた血液は、動脈を介して、手足の先まで栄養と
酸素を運んでいき、静脈を介して戻ってきます。動脈硬化で血
管が固くなると、心臓が血液を押し出そうとしてもスムーズに
いきません。人生100年時代に突入し、心血管系のメインテナ
ンスを意識するかしないかで、健康的な社会生活を享受できる
か否かが大きく変わってきます。我々は、日々の臨床で血管の
硬さを評価しているのですが、東邦大学が開発に携わり、世界
中で広く使用されるようになった血管弾性指標Cardio Ankle 
Vascular Index（CAVI）というものがあります。CAVIは、生
活習慣病やストレスで値が悪化し、高血圧、糖尿病、脂質異常
症、睡眠時無呼吸症などの適切な治療や、減量、禁煙、運動な
どで値が改善することが明らかになってまいりました。

日本人の入浴習慣は、長生きの秘訣かもしれません！
　最近フィンランドと愛媛から、温浴習慣は心血管病の発症を
抑制し、心血管系に保護的に働くという報告がでてまいりまし
た。フィンランドはサウナのメッカですし、愛媛は温泉で有名
です。循環器領域では、心不全に対する治療法として和温療法
というものがあります。60度のドライサウナで15分間、体を
暖め、その後30分間、暖めた毛布で体を保温し、終了後は汗
で減った体重分の水を飲むという治療法です。我々の施設は、 

和温療法を重症心不全患者さんに対して行ってきた過程で、劇
的に和温療法が効く人、効かない人がいることを見い出し、そ
のメカニズムは、図1のごとく、血管の機能が保たれているか否
かにあるのではないかという報告をいたしました。Nakagami 
T and Shimizu K（CO）. International Heart Journal. 

医療の多様化、複雑化に対して、多職種連携で取り組みます！
　高齢化社会への突入で、心血管病はしばらく増加の一途を辿
ります。図２は、医師、看護師、病棟薬剤師、管理栄養士、理
学療法士で集まって開催している『循環器内科多職種症例検討
会』の様子です。各専門分野の立場から、一人の患者さんを深
掘りして検討する勉強会です。多くの視点で重症患者さんの入
院経過を振り返ることで、再入院予防につながる新たな気づき
を得ています。看護部で運営している入退院支援部門からは、
高額医療、介護困難や難病申請などに対し、社会資源の有効活
用のご案内を頂いております。
　2022年から、千葉県ではまだ施行施設が少ない『外来心
臓リハビリテーション』を立ち上げました。心血管病発症か
ら150日間は、保険診療で心臓リハビリテーションが提供で
きます。
　血管内治療・不整脈治療・心不全治療を診療の３本柱とし、
そこに思いやりの心を加え、循環器内科医局員一同、真摯に地
域医療に取り組んでいきますので、今後も東邦大学医療セン
ター佐倉病院、循環器内科をよろしくお願いいたします。

図２．循環器内科多職種症例検討会図１．和温療法施行前後での重症心不全患者さんのCAVIの変化
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血液内科 月 火 水 木 金 土

午前 清水 直美 清水 直美

午後 清水 直美

※当院受診の際には紹介状をご用意の上お問い合わせください。

　2014年4月、東邦大学医療センター佐倉病院 内科に赴任
し血液疾患の診療を開始いたしました。平均寿命の延長に伴い
血液悪性疾患の発症率も増加していますが、新規治療薬の台頭
も著しい分野であり治療成績も格段に向上しています。当診療
科では的確な診断と最新の治療を交えた適切な治療を地域の患
者さんに提供することを最優先と考えています。また急性白血
病や移植治療などの高度な医療を行える千葉県内の主要施設と
連携をとりながら治療方針を決定し、転院の調整もスムーズに
行っています。
　現在患者数は急増しており、約300症例/月の外来数となって
います。現在、国際医療福祉大学成田病院 血液内科主任教授 中
世古知昭先生、日産厚生会 佐倉厚生園病院 遠山和博先生による
専門外来診療も行われています。

診療
当院での主な診療内容についてご紹介します。
悪性リンパ腫
B細胞性非ホジキンリンパ腫では腫瘍表面にCD20が発現してい
ますので、CD20に対するモノクローナル抗体 リツキシマブを
併用した化学療法を行い、再発後の救援療法等も導入していま
す。悪性リンパ腫は抗ガン剤の感受性が非常に高い疾患群です
ので、治療反応が不十分な時には病理診断に立ち戻り治療方針
を再決定いたします。新規薬剤の台頭著しく、一例一例に最適
な治療を提供します。
多発性骨髄腫
ベルケイドやレナリドマイドを用いた治療を行っていますが、
新規薬剤も次々に使用可能となっており、updateに新規薬剤の
治療導入を行っています。
骨髄異形成症候群
化学療法はアザシチジン加療を中心に行っていますが、輸血や
サイトカイン補充療法を行っている症例は多数いらっしゃいま
す。白血病に進展していく病気ですが、メチル化阻害剤、bcl-2
阻害剤を併用し高い治療効果を得られるようになっています。

慢性骨髄性白血病
チロシンキナーゼインヒビターの内服にて加療を行い、外来に
て原病のコントロールを遺伝子でモニタリングしながら加療を
行っています。
　その他、血小板減少症や凝固異常症含め全分野の血液疾患の
診療に対応しています。
　血液内科の分野は新しい薬剤の台頭著しく、適切な薬剤の選
択、移植適否またCAR-T療法可能な施設への紹介含め的確な治
療計画を立てることが重要です。

研究
　異分野から見た血液疾患の基礎的、臨床的研究を行っていま
す。また輸血部でも基礎研究を行い、学会活動、論文報告をし
ています。
①酸化ストレスと骨髄異形成症候群の発症進展機序
　 酸化ストレスマーカーの測定と骨髄異形成症候群の病態を検

討しています。
②抗癌剤投与が動脈硬化進展に果たす役割
　 R-CHOP療法後に頸動脈エコー所見において、内膜（IMT）

とプラーク指数（PS）の有意な上昇を認めました。

③敗血症マーカープレセプシンの新たな産生機序
④ 中枢神経浸潤した悪性リンパ腫の質的診断における髄液中

LR11の質的有用性について
　2021年　第83回日本血液学会学術集会　優秀ポスター賞
⑤ 2022年　FCMを用いたIgGサブクラス測定における胎児新

生児溶血性疾患の重症度評価　第70回輸血・細胞治療学会学
術総会　優秀演題賞

東邦大学医療センター佐倉病院　血液内科

准教授　清水 直美

『 血液内科領域の治療進歩は著しいです。
 安心して受診してください。』
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Shimizu et al, Journal of Chemotherapy, 2022


